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研究成果の概要（和文）： 

臨床面で新しい耳石器機能検査（oVEMP 検査：ocular vestibular evoked myogenic potentials

検査）の開発をすすめ、動物実験では、前庭神経節細胞の膜特性についてパッチクランプ法を
用いた解析を行い、前庭神経節細胞の発火特性につき明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）： 
I developed the new clinical examination for otolith (oVEMP; ocular vestibular evoked 

myogenic potentials). And I revealed the firing properties of vestibular ganglion neurons in 

vitro using patch-clamp technique. 
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１．研究開始当初の背景 

 申請者は、新しい前庭機能検査である
oVEMP 検査（ ocular vestibular evoked 

myogenic potentials 検査）の開発に当初か
ら関わっていた。また、これまで in vitro で
の研究がすすんでいなかった前庭神経節細
胞の発火特性の解明に取り組んだ。 

２．研究の目的 

 oVEMP については、臨床応用にむけた検
査法の確立、神経生理学的起源の解明を目指
した。In vitro 研究では、in vitro での前提神
経節細胞の発火特性が一様(homogenous)で
あるかどうか明らかにすることを目的とし

た。 

３．研究の方法 

(1)oVEMP の臨床研究では、筋電位計を用いて、
健常被検者と各種末梢前庭障害症例の oVEMP
波形につき、比較・解析を行った。 
(2)In vitro 研究ではパッチクランプ法を用
いて、ラットおよびマウス前庭神経節細胞の
発火特性を計測した。 
４．研究成果 
(1)oVEMP 波形の神経生理学的な起源を明ら
かにし(Chihara et al. Clin Neurophysiol 
2009)、また oVEMP の周波数特性を明らかに
した(Chihara et al. Neuroreport 2009)。 
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(2) 前 庭 神 経 節 細 胞 の 発 火 特 性 が
heterogeneous であることを明らかにし
(Iwasaki and Chihara et al. J Neurophysiol 
2008)、また BDNFノックアウトマウスにおけ
る発火特性の変化を明らかにした(Chihara 
et al. Neuroreport 2009)。 
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